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投資目標
当ファンドの投資目標は、集合投資スキームにより株式や投資信託に対し、また個別の高品質な固定
金利証券に対し、国際的に分散型投資を実施して資本成長を促すことにあります。

リターン特性1

出典：Morningstar & CGWM

個別実績 （％）1

前四半期末までのトータルリターン (Morningstarからのピアグループデータ、数値は未監査)

2023年1月1日 2022年1月1日 2021年1月1日 2020年1月1日 2019年1月1日
2023年12月31日 2022年12月31日 2021年12月31日 2020年12月31日 2019年12月31日

オポチュニティファンド +14.13 -18.96 +8.93 +17.24 +19.01
国際ピアグループ +12.29 -14.55 +11.72 +8.74 +17.99

累積実績 （％）1

ファンド設定日から2024年1月31日までのトータルリターン (Morningstarからのピアグループデータ、数値は未監査)

1か月 3か月 年初来 1年 3年 5年
設定日 

(2001年4月)

オポチュニティファンド +0.88 +12.28 +0.88 +10.01 +1.51 +33.10 +389.36

国際ピアグループ +0.19 +10.94 +0.19 +6.84 +7.39 +30.36 +127.09

1�ここに記載した実績データは、Friends Provident International Limited Canaccord Genuity Opportunity Fundの実績を示すものです。2008年
9月26日に当ファンドに変換された後、同等のパラメータと投資プロセスをもって、当ファンドと同じ投資チームが管理運営しています。当ファ
ンドの開始日は、2008年9月26日です。ファンド実績と経費の動向は当該実績履歴から変遷を辿っていきます。地域配分を含む将来の資産配分
は、実勢の市場動向と市場心理に依存し、過去の資産分配とは大きく異なるものになる可能性があります。2019年1月1日より、当ファンドの実
績の表示は、ピアグループとの一貫性を保つため、AクラスからRクラスに変更となりました。ファンドの実績と経費は、その時点以降変動してい
ます。実績は参考目的で国際ピアグループと対照させて記載されています。 

2�MorningstarによるGIFSの提供終了に伴い、2020年9月1日より、国際ピアグループはGIFS USD Aggressive AllocationからEEA Fund USD 
Aggressive Allocationに変更となりました。過去の実績は将来の指標にはなりません。

3出典：ノーザントラスト。
4�Synthetic Risk and Reward Indicator（SRRI）では、ファンドの変動率の履歴を表示し、それに基づいて分類を行ないます。 

値が1～7の7段階の相対評価となり、1が低リスク、7が高リスクを示します。

Canaccord Genuity Opportunity Fund2024年1月末現在。

投資部門別分析（％）組入上位10銘柄（％）
iShares Core S&P 500 UCITS ETF 15.79
Findlay Park American USD Inc 7.58
Natixis Harris Associates US Equity Q/A USD Acc 7.53
GQG Partners US Equity USD I Acc 6.12
Natixis Loomis Sayles US Growth Equity S1/A USD 6.03
Waverton European Capital Growth USD I Acc 5.02
Vanguard S&P 500 UCITS ETF 4.69
Pacific North of South EM All Cap Equity USD R2 4.41
Morant Wright Fuji Yield JPY Acc 3.94
Stewart Inv.Asia Pac Leaders Sustainability USD IV 3.63

出典：CGWM

重要事項
リードマネージャー： Mark Piper
ファンド規模： 7億9,500万ドル
アイルランド設定日： 2008年9月26日
ISA/PEP資格： 有
SIPP資格： 有
英国：報告ファンドのステータス： 有
FCAによる認可： 有
CBoIによる認可： 有
MAS規制海外スキーム： 有
国際ピアグループ： Morningstar EAA Fund 
USD アグレッシブ配分2

その他の情報
最小投資額
初期（または通貨換算）：  
Aクラス：5,000ドル 
Tクラス：5,000ドル 
Rクラス：50,000ドル 
Hクラス 5,000,000ドル
継続（または通貨換算）： 1,000ドル
本拠地： ダブリン
証券保管/信託機関： ノーザントラスト
利回り： 0.0％3

SRRI： 44

ディーリング
取引終了時刻： 午後2時
ディーリング頻度： 毎日
ノーザントラスト連絡先（Fax）：
+353 1 531 8516

連絡先
funds@canaccord.com
英国： +44 20 7523 4552
ジャージー島： +44 1534 708 090
ガーンジー島： +44 1481 733 900
マン島： +44 1624 690 100

投資にはリスクが伴います。投資の価
値 と収益は上昇することもあれば下
落することもあり、当初の投資額を
取り戻すことができない場合があり
ます。

本文書はマーケティング通信であり、
契約上の拘束力を持つものではありま
せん。UCITSの目論見書およびKIIDを
ご覧ください。本文書のみに基づき、
投資に関する最終的な決定を下すこと
はお控えください。

投資判断を下す際には、投資家向け重
要事項説明書（KIID）やファンドの補足
資料を十分にお読みください。
過去の実績は将来の指標にはなりま
せん。
運用益は米ドルで表示されています。
現行の為替レートで他の通貨に変換す
ると、リターンが大幅に異なる場合があ
ります。

重要な情報 
次のページをご覧ください
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Canaccord Genuity Opportunity Fund –
マネージャーによる解説

Canaccord Genuity Opportunityファンド・ファクトシート - 2024年1月

本文書は情報のみを目的としたものであり、投資また
は関連金融商品の勧誘や売買を提案するものではあ
りません。本文書は特定の団体の特定の投資方針や
金融情勢、ニーズを考慮したものではありません。投
資にはリスクが伴います。本文書に記載されている投
資がすべての投資家に適合するとは限りません。投資
家は、ご自身の金融目標および金融資源に基づ いて
投資決定を下す必要があります。不明な点がある場合
は、投資アドバイザーに助言を求めてください。過去
の実績は必ずしも将来の指標にはならず、投資家は
当初の投資額を取り戻すことができない場合がありま
す。投資が投資家のベース通貨以外の通貨で行われ
ている場合、こうした投資の価値と、そこから生じるイ
ンカムは、為替レートの変動による影響を受けます。
その影響が、有利になる場合も不利になる場合もあり
ます。課税の水準と基盤が変更となる場合もあります。
Canaccord Genuity Investment Funds plc（「CGIF」）
は、サブファンド毎に責務が分割されたアンブレラ型
投資信託です。CGIFはオープン・エンド型でアンブレラ
型の、有限責任の投資会社として、アイルランドの法律
の下、登録番号367917で設立され、2011年の欧州委
員会指令（譲渡可能証券への集合投資事業）に準拠し
て認可されています。CGIFの登記所在地は、3 Dublin 
Landings, North Wall Quay, Dublin 1, D01 C4E0で
す。CGIFはアイルランド中央銀行の管理下にありま
す。CGIFは、英国2000年金融サービス・市場法の第264
項に定める目的で公認された集団投資スキームで
す。CGIFは、2009年証券先物取引条例（投資の提供） 

（集団投資スキーム）附則第6表、第2 (3) 節に基づき、
シンガポール通貨監督庁により、制限スキームとして
分類されています。CGIFは、2008年集団投資スキーム
法の附則4の第1項に基づき、マン島において承認され
ています。マン島金融サービス機構は、CGIFに関して発
表された声明または意見書の正確性のすべてを保証
するものではありません。フランス、ドイツおよびイタリ
アでは、CGIFのサブファンドの一部は、欧州連合指令
2009/65/ECの第93(3)条に基づく登録を受けています。
Canaccord Genuity Wealth Management（「CGWM」）は、
ガーンジー島、マン島、ジャージー島におけるCanaccord 
Genuity Wealth (International) Limited （「CGWI」）
と、Canaccord Genuity Group Inc.の完全子会社である
Canaccord Genuity Wealth Limited （「CGWL」）の商標
です。英国では、本文書は、金融行動監視機構から認可
および規制を受けたCGWLにより発行されています。登
記所在地：88 Wood Street, London, EC2V 7QR.ガーン
ジー島、マン島、ジャージー島では、本文書はCGWIが発
行するもので、CGWIはガーンジー金融サービス委員会、
マン島金融サービス機構およびジャージー金融サービ
ス委員会から認可および規制を受けており、ロンドン株
式取引所の会員です。CGWIはガーンジー島で登録され
ています。CGWIは、「ファンドサービス事業」を行うため
に、1998年（改訂版）の金融サービス（ジャージー）法に
基づいて登録されています。ジャージー金融サービス委
員会は、1998年の金融サービス（ジャージー）法により、
その法律の下での職務遂行によって生じうる法的責任
から保護されています。本文書に記載の情報は、信頼で
きると判 断した資料と情報源に基づきますが、CGWM
は、情報の正確性、完全性、または信頼性について、明示
または黙示を問わず、いかなる表明および保証も行いま
せん。本文書に含まれるすべての意見と推定は予告なし
に変更される可能性があり、CGWMは本文書に記載の
情報を更新する義務を負いません。CGWM、その関連会
社、または従業員はいずれも、本文書の使用によって生
じる間接損害または結果損害に対し、一切の責任を負
わないものとします。CGWMは、宣伝された商品、証券、
またはサービスがお客様の法域で利用可能であること
を、明示的または黙示的に保証するものではありませ
ん。したがって、商品、証券、またはサービスをお客様の
法域で、またはお客様に対して宣伝または利用可能に
することが（国籍、居住地、またはその他の理由で）禁止
されている場合、そのような製品、証券、またはサービス
はお客様を対象としたものではありません。CGWMおよ
び/または関連当事者は適宜、本文書に記載されている
投資または関連投資においてポジションを保持し、市場
を形成し、および/または取引を行うことがあり、そうした
投資の発行体に金融サービスを提供する場合がありま
す。当ファンドのパフォーマンスをピアグループのパフォ
ーマンスと比較するにあたり、ファンドマネージャーは、
当ファンドの投資パラメータが国際的なピアグループの
投資パラメータに最も近いと考えています。ただし、投資
家は、当ファンドが手数料、課税措置、またはその他の特
徴において、国際的なピアグループに含まれるファンド
とは異なる場合があることに注意する必要があります。

Canaccord Genuity Opportunity Fundは1月に0.88%上昇した一方、ベンチマークの
ピアグループであるMorningstar EAA Fund USDアグレッシブ配分セクターは0.19%上
昇しました。過去12ヶ月間の当ファンドの上昇率は10.01％であり、一方ピアグループ
は6.84％高でした。

2023年の大半は米国のIT銘柄及び超大型株が株価指数のパフォーマンスを支配して
いましたが、そのトレンドは1月になっても継続しました。FRBのパウエル議長が3月に
利下げが行われるという市場の期待を押し返したことで、投資家の活力は月末に向け
て一時的に後退。しかしS&P500は1.68％高で1月を終了し、その過程で過去最高値を
更新しました。日本は上記のリターンを上回った数少ない市場の1つで、FTSE日本指数
は米ドル建てで1月を3.91％高で終えました。

新興市場は目に見えて出遅れており、中国株は他の多くの市場より苦しい月となりまし
た。中国の上海総合指数は米ドル建てで1月を7.1％安で終了しています。中国の経済
不安をすぐ解決できる方法はありません。中国当局は1月に中国経済の見通しに対す
る短期的なセンチメントと信頼を改善するための複数の政策を発表したものの、景気
を回復するには十分とは言えません。実際、最終的に景気を安定させ傷ついた投資家
の信頼を回復させるためには、2008年の世界金融危機時と同等の財政刺激策が必要
かもしれません。近いうちにそうなるかどうかは、時間が教えてくれるでしょう。その一
方中国不動産市場の崩壊は、見出しを賑わせ続けています。最新の動きとしては、香港
の裁判所がかつては中国最大の不動産ディベロッパーであった恒大集団の清算を命
じたことがあります。中国政府が、恒大集団の230億ドルの海外債務の投資家に対し、
同社の資産の差し押さえを許可するかどうかは不透明です。同社資産の90％は中国に
あり、中国共産党は投資家の利益よりも未完成住宅の竣工と引き渡しを優先してきま
した。その政策は住宅のオーナーにとっては良い策ですが、すでに落ち込んでいる投
資家の中国への新たな投資意欲をさらに減退させます。

中国の苦難が続く一方、米国経済は昨年時点では予想されていなかったような強固さ
を見せていました。23年第4四半期のGDP速報値は、予想が前期比年率2.0％増でした
が発表は極めて堅調な3.3％増でした。労働市場でも2023年の大半は下方修正が行
われていたのに対し、再加速が見られました。1月の雇用統計は予想の18万5,000人を
大きく上回る35万3,000人増でした。また過去2ヶ月間の数字も上方修正され、これら
の労働指標は米国の経済活動が近いうちに減速するとの兆候をほとんど示していま
せん。

当ファンドに関しては、1月に構成の大きな変更はありませんでした。 

当ファンドと利用可能な株式クラスの詳細については、Webサイト  
www.canaccordgenuity.comをご覧ください。


